
喫煙者が病気やケガで手術が必要となった場合、禁煙

するよう指導される事を知っているでしょうか。 

その理由はポスターにあるとおり、術後の治りに影響する

からです。例えば縫合部分が治るのに時間がかかったり、

別の疾患を発症する合併症になったりする確率が高くなる

のです。 

病気やケガと時ぐらいタバコは我慢できるだろうと思われ

ますが、なかなか我慢できない人も多く、禁煙するためによ

り多くのストレスを感じてしまうのです。 

 

手術を前に不安な心境に加え、ニコチン切れによるイラ

イラまで抱えてしまうなんて、とてもつらいですよね。タバコ

を吸い続けると、こんな事態になるかも知れない事を知って

おいてください。 
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